2009.10.6
国土交通大臣　  前原誠司　様

国土交通副大臣　辻元清美　様

国土交通副大臣　馬淵澄夫　様

脱ダムネット関西

「計画中・建設中のダムをゼロベースから見直してください」

　政権が替わり、日々のご活躍に敬意を表します。そして、これまでの官僚主導の政治体制から政治家主導の体制への変革に期待しています。とりわけ、現在計画中・建設中のダムの見直しには強く期待しています。

　ダムは確かに治水・利水に有効な場合がありますが、自然環境・地域社会・財政に将来に渉っても大きな負荷を与えることはすでに言い尽くされています。淀川水系流域委員会で8年を費やして集約されたダムに対する考え方は、ダムは他の選択肢がない場合に限り、さらに、慎重に検討されるべき究極の選択であるということです。

　2002年に計画中の375のダムのうちの92が中止になりました。これらは「まずダムありき」によってきわめて安易に計画されたものであり、それ故にいとも簡単に中止になったのです。このとき継続され、現在において計画・建設中のダムも慎重な検討によって継続されたものとは必ずしも言えません。したがって、民主党政権が掲げているように、全国の計画中・建設中のダムをゼロベースから見直すことが必要です。

　特に、淀川水系の計画中のダムは、淀川水系流域委員会の意見だけでなく、国が設けた委員会そのものを無視して計画の続行を決めたもので、官僚の暴走結果そのものです。また当脱ダムネット関西の構成員が批判するダムに大阪府事業の安威川ダムと槇尾川ダムがありますが、前者はたびたび計画変更があり、その都度事業費が増え、そして大阪府自身が利水撤退するという醜態を曝しています。後者は建設の必要性が全く見いだせないダムです。このような有害無益なダム事業は厳しく見直していただくことを強く期待します。

　以下を要望します。

1.　全国で計画・建設中のダム事業の今年度予算を凍結し、計画・建設を見直すこと。

2.　動き出したら止まらない公共事業をなくし、撤退のルールを作ること。

3.　河川事業に対して、多方面からの市民参加を積極的に進めること。

　

脱ダムネット関西構成団体

　(社)大阪自然環境保全協会

　安威川ダムネット

　槇尾川ダムの見直しを求める連絡会
　淀川水系のダムを考える大阪府民の会
　NPO法人伊賀・水と緑の会
　玉川峡（紀伊丹生川）を守る会

　関西のダムと水道を考える会　

　
連絡先

　(社)大阪自然環境保全協会　高田直俊　〒530−0041 大阪市北区天神橋1−9−13　ハイム天神橋2階


電話　06−6292−8720　E-mail takada-n@r8.dion.ne.jp

　淀川水系のダムを考える大阪府民の会　増田京子　箕面市桜1−16−２3　桜第1ビル1階


電話 072−720−2962  E-mail hiroba@paw.hi-ho.ne.jp
